
国
は
福
島
の
原
発
事
故
以
降
、
各
地
の
放
射
線
量
を
継

続
的
に
測
定
す
る
た
め
、
福
島
と
そ
の
近
隣
の
学
校
や

公
園
な
ど
３
千
力
所
以
上
に
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
」

と
い
う
装
置
を
設
置
し
た
。
し
か
し
、

５０
億
円
近
い
費

用
を
投
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
装
置
は
実
際

の
放
射
線
量
よ
り
も
低
い
数
字
が
出
る
と
地
元
住
民
の

間
で
評
判
が
悪
い
。
独
自
測
定
す
る
と
、
最
大
４
割
超

も
低
く
、
そ
の
デ
タ
ラ
メ
ぶ
り
が
判
明
し
た
。

福
島
第
一
原
発
か
ら
お
よ
そ
　
昇
し
、
毎
時
２７
密
シ
‐
ベ
ル
ト

‐５
キロほ
ど
北
西
に
離
れ
た
浪
江
　
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

町
に
あ
る
山
村
。
牧
草
地
に
囲
　

　

周
辺
の
測
定
も
行
う
と
、
な

ま
れ
た
集
会
所
の
庭
に
、
ひ
つ
　
　
お
も
数
字
は
上
昇
し
た
。
１
研

そ
り
と
空
間
放
射
線
量
測
定
器

　

離
れ
た
だ
け
で
毎
時
３０
密
シ
ー

（モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
）
が
　
　
ベ
ル
ト
を
超
え
、
地
表
の
放
射

置
か
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
線
量
は
毎
時
４‐
行
シ
ー
ベ
ル
ト

地
面
か
ら
１

・
５
厨
ほ
ど
の
　
　
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
。
し
ば
ら

高
さ
に
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
が
大

　

く
歩
き
回
っ
た
が
、
ど
こ
に
も

き
く
張
り
出
し
、
そ
の
数
十
彙
ン
　

国
の
測
定
器
が
示
す
よ
う
な
低

下
に
、
放
射
線
検
出
器
の
入
っ
　
　
い
放
射
線
量
の
場
所
は
な
い
。

た
箱
が
見
え
る
。
箱
は
、
コ
ン
　
　
　
ち
な
み
に
、
除
染
の
目
安
と

ク
リ
ー
ト
製
の
土
台
に
載
る
鉄

　

な
る
基
準
値
は
毎
時
Ｏ

ｏ
２３
密

板
に
固
定
さ
れ
て
い
た
。　
　
　
　
シ
ー
ベ
ル
ト
だ
。

こ
の
場
所
は
放
射
線
量
が
高

　
　
毎
時
４‐
密
シ
ー
ベ
ル
ト
は
実

い
と
い
わ
れ
る
区
域
で
、
赤
く

　

に
こ
の
１
７
８
倍
に
相
当
し
、

表
示
さ
れ
て
い
た
数
字
は
毎
時
　
　
い
か
に
深
刻
な
放
射
能
汚
染
に

‐８
密
シ
‐
ベ
ル
ト
。　
　
　
　
　
　
見
舞
わ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

だ
が
、
持
参
し
た
線
量
計
を

　

帰
還
困
難
区
域
で
あ
る
こ
の
場

検
出
器
の
セ
ン
サ
ー
付
近

（地

　

所
に
は
、　
一
時
帰
宅
以
外
の
住

上
高
１
厨
）
に
近
づ
け
る
と
、　
　
民
は
い
な
い
。
も
し
こ
こ
に
住

け
た
た
ま
し
く
警
報
音
を
鳴
ら
　
　
ん
で
い
た
ら
、
年
間
３
０
０

リミ

し
な
が
ら
数
字
は
グ
ン
グ
ン
上
　
　
ンヽ
ー
ベ
ル
ト
以
上
も
被
曝
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
低
い
数
値
を
表

示
す
る
状
況
は
、
実
は
人
が
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
も
な
ん
ら

変
わ
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
福
島
に
は
国
の

測
定
器
が
示
す
放
射
線
量
を
信

用
し
な
く
な

つ
て
し
ま

つ
た
人

が
た
く
さ
ん
い
る
。
三
春
町
に

住
む
橋
本
加
代
子
さ
ん
（５‐
）も

そ
の

一
人
。
原
発
事
故
後
、
子

ど
も
が
身
に
つ
け
て
い
る
積
算

線
量
計

（ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
）
の

被
曝
量
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
の
示
す
値
よ
り
も
高
か
っ

た
の
が
き

っ
か
け
だ

つ
た
。

「初
め
は
、
通
学
の
途
中
に
ど

こ
か
放
射
線
量
の
高
い
場
所
で

道
草
を
食

っ
て
い
る
の
か
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
自
分
で
町

の
空
間
線
量
を
測
り
始
め
た
の

で
す
が
、
わ
か
つ
た
こ
と
は
国

の
発
表
す
る
測
定
値
が
非
常
に

低
い
こ
と
で
し
た
。
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
が
示
す
値
は
低
い

の
に
、
１

・
５
厨
ほ
ど
離
れ
て

測
定
す
れ
ば
、
数
値
は
２
～
３

倍
に
上
が
り
ま
し
た
宍
橋
本
さ

ん
）橋

本
さ
ん
は
独
自
に
地
元
の

放
射
線
量
を
測
定
し
始
め
、
お

きりしま・しゅん 福島第一原発作業員として働いた経験をも
とに、現地取材を頻繁に行う。被災者の一時帰宅への同行取材
などを通じて、帰還困難区域の状況もフォローしている
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よ
そ
２
年
半
か
け
て
測

っ
た
デ

ー
タ
は
住
宅
地
図
２２
で
分
に
び

っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。

「国
が
安
全
宣
言
を
出
し
て
い

る
場
所
の
放
射
線
量
は
、
実
際

の
半
分
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
何
か
を

隠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思

っ
て
し
ま
う
の
で
す
」
（同
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
不

正
確
な
表
示
に
よ
り
、
国

へ
の

不
信
感
が
芽
生
え
た
と
い
う
。

琉
球
大
学
名
誉
教
授
の
矢
ケ

崎
克
馬
氏
も
こ
う
指
摘
す
る
。

「そ
も
そ
も
放
射
線
量
の
測
定

デ
ー
タ
は
、
住
民
を
保
護
す
る

施
策
の
土
台
と
な
る
も
の
。
そ

れ
が
半
分
も
低
く
示
さ
れ
て
い

る
状
態
は
許
さ
れ
な
い
」

矢
ケ
崎
氏
ら
の
科
学
者
グ
ル

ー
プ

「市
民
と
科
学
者
の
内
部

被
曝
問
題
研
究
会
」
は
２
０
１

２
年
１０
月
、
福
島
県
内
に
あ
る

１
０
６
カ
所
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
近
く
の
空
間
線
量
を
独

自
で
測
定
し
、
測
定
値
に
大
き

な
誤
差
が
あ
る
こ
と
を
突
き
止

め
、
告
発
し
た
。

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
は
、

平
均
し
て
真
の
値
の
５０
％
ほ
ど

し
か
示
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
我
々
が
測
定
し
た
も
の
と

比
べ
て
、
た
っ
た
４０
％
だ

っ
た

装
置
も
あ
り
ま
す
。
低
く
表
示

さ
れ
る
理
由
は
、
設
置
状
態
が

悪
い
か
ら
で
、
鉄
板
が
土
台
に

敷
か
れ
、
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
部

品
は
覆
い
の
中
に
あ
り
ま
す
。

周
囲
は
金
網
で
囲
ま
れ
て
い
る

し
、
こ
れ
で
は
地
表
に
沈
着
し

た
放
射
性
物
質
か
ら
発
せ
ら
れ

た
放
射
線
を
遮
蔽
し
て
し
ま
い

ま
す
」
（矢
ケ
崎
氏
）

文
科
省
動
か
し
た

科
学
者
ら
の
告
発

確
か
に
セ
シ
ウ
ム
な
ど
か
ら

放
出
さ
れ
る
ガ
ン
マ
線
は
、
鉛
、

鉄
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
比
重

の
重
い
物
質
で
遮
蔽
さ
れ
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
は
い

く
つ
か
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
「可

搬
型
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、

土
台
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
足
で

固
め
、
そ
の
上
に
鉄
板
を
置
き
、

そ
こ
に
検
出
器
を
載
せ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
失
ケ
崎
氏
の
言
う
よ

う
に
、
地
面
に
落
ち
た
放
射
性

物
質
か
ら
発
す
る
放
射
線
が
遮

蔽
さ
れ
、
肝
心
の
検
出
器
ま
で

届
か
な
い
の
で
あ
る
。

矢
ケ
崎
氏
ら
の
グ
ル
ー
プ
の

告
発
は
当
時
、
新
聞
の
ベ
タ
記

事
扱
い
だ

っ
た
が
、
政
府
の
原

子
力
災
害
現
地
対
策
本
部
は
慌

て
た
。
翌
Ｈ
月
、
福
島
県
や
関

東
地
方
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

可
搬
型
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス

ト
６
７
５
台
が
実
際
よ
り
１
割

程
度
低
め
に
値
が
表
示
さ
れ
る

と
発
表
し
た
の
だ
。
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
を
設
置
し
た
文
部

科
学
省
の
当
時
の
発
表
資
料
か

ら
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

「検
出
器
周
辺
に
設
置
し
た
バ

ッ
テ
リ
ー
等
が
、
周
囲
の
放
射

線
を

一
部
遮
る
こ
と
等
に
よ
り
、

場
所
に
よ
っ
て
サ
ー
ベ
イ
メ
ー

タ
で
測
定
し
た
同
地
点
の
値
と

比
べ
、
（モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
ポ
ス

ト
の
測
定
値
が
低
め
の
値
を
示

す
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
回

の
機
器
調
整
工
事
で
は
、
ポ
ス

ト
の
付
属
機
器
に
よ
る
測
定
値

へ
の
遮

へ
い
影
響
を
低
減
さ
せ
、

周
辺
環
境
に
よ
り
適
合
し
た
測

定
結
果
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
」

発
表
に
あ
る
よ
う
に
政
府
は

し
ぶ
し
ぶ
装
置
の
欠
陥
を
認
め
、

約
１
億
５
千
万
円
を
出
費
し
、

写真左のモニタリングポストは18μ Gy/h(グ レイ)と表示されているが、筆者の放射線

測定器では27μ Sv/h(シーベル ト)を記録。原子力規制委員会のウェブサイトではGy
とSvはイコールで換算されている。住宅地図に測定した放射線量を書き込んだ橋本さん

2014.2.1419



太字はリアルタイムモニタリングポスト測定結果

改
修
作
業
に
乗
り
出
し
た
。

だ
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス

ト
に
は
詳
細
な
仕
様
書
が
あ
り
、

稼
働
さ
せ
る
前
に
当
然
、
検
品

も
し
て
い
た
は
ず
。

装
置
は
競
争
入
札
で
落
札
し

た
業
界
大
手
の
日
立
ア
ロ
カ
メ

デ
ィ
カ
ル
、
富
士
電
機
の
２
社

が
製
造
し
た
が
、
発
注
者
の
国

が
、
低
い
値
を
表
示
す
る
こ
と

を
そ
れ
ま
で
ま

つ
た
く
知
ら
な

か
っ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。

そ
も
そ
も
低
い
数
値
を
示
す

こ
と
で
製
造
者
に
責
任
が
あ
れ

ば
、
国
は
メ
ー
カ
ー
に
瑕
疵
担

保
責
任
を
追
及
す
る
は
ず
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
富
士
電
機
に

取
材
し
て
も

「文
科
省
の
仕
様

ど
お
り
に
製
作
し
ま
し
た
。
低

い
数
値
を
示
す
こ
と
で
、
瑕
疵

は
間
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
宍
広
報

部
）
と
い
つ
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
奇
妙
な
の
は
、
「高
い

数
値
を
示
す
」
こ
と
な
ど
を
理

由
に
、
契
約
を
解
除
さ
れ
た
メ

ー
カ
ー
も
あ

っ
た
こ
と
だ
。

Ｈ
年
８
月
、
別
タ
イ
プ
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
６
０
０
台

を
設
置
す
る
た
め
、
国
は
放
射

線
測
定
器
業
界
で
は
新
規
参
入

組
の
ア
ル
フ
ア
通
信
と
契
約
を

結
ん
だ
。
同
社
は
２
カ
月
後
の

納
入
期
限
ま
で
に
契
約
ど
お
り

福
島
県
内
の
各
地
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
を
設
置
し
た
。

だ
が
、
仕
様
を
満
た
さ
な
か

っ
た
と
し
て
文
科
省
に

一
方
的

に
契
約
解
除
さ
れ
た
の
だ
。
文

科
省
は
、
仕
様
書
に
あ
る
指
示

誤
差
＋

一
２０
％

（毎
時
Ｏ

ｏ
ｌ

密
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
セ
シ
ウ
ム

ー
３
７
基
準
）
か
ら
外
れ
て
い

た
と
い
う
が
、
ア
ル
フ
ァ
通
信

の
言
い
分
は
違
う
。

「文
科
省
は
自
分
た
ち
で
測
定

し
た
値
と
比
較
し
、
最
大
４０
％

も
弊
社
の
値
が
高
い
か
ら
ダ
メ

だ
と
言
い
張

っ
た
。
最
後
は
う

ち
の
技
術
責
任
者
が
測
定
デ
ー

タ
を
改
ざ
ん
し
た
の
で
は
な
い

か
と
疑
い
だ
し
、
設
置
を
あ
き

ら
め
ろ
と

一
方
的
に
言
わ
れ
ま

し
た
。
信
頼
性
の
あ
る
米
国
製

の
検
出
器
を
使
い
、
メ
ー
カ
ー

か
ら
誤
差
が
仕
様
内
に
収
ま

っ

・
■
■
χ
Ｘ
Ｘ

■

」

・・
．
●
福
島

＝罐
「着
“

・島

一　

　

　

■

福

第

　

　

一

郡
‐山

●

ｘ

|_、「
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下野上一区地区集会所 (大熊町)

熊町小学校 (大熊町)

熊二区地区集会所 (大熊町)

山田農村広場 (双葉町)

新町ふれあい広場(浪江町)

丈六公園(浪江町)

小丸多目的集会所 (浪江町)

小浜第二公民館 (富岡町)

王塚集会所(富岡町)

第二小学校 (富岡町)

中央会館 (富岡町)

第一小学校(富岡町)

才連地区集会所 (櫓葉町)

営団地区集会所 (櫓葉町)

考古資料館(いわき市)

釜の前第一公園(いわき市)

常磐支所 (tヽわき市)

内郷支所(いわき市)

好間支所 (いわき市)

椎木平ポンプ場 (いわき市)

中央台サービスセンター(いわき市)

吉野谷公園(いわき市)

富久山行政センター(郡山市)

富久山保育所(郡山市)

日和田行政センター(郡山市)

喜久田行政センター (部山市)

磐梯熱海アイスアリーナ(郡山市)

福島西IC(福島市)

8.34

12.01

2.41

13.63

0.44

2.88

18.23

2.298

3.46

2.33

1.39

0。 18

0.33

0.24

0.16

0117

0.07

0.06

0.06

0,08

0.1

0.2

0.21

0.13

0.37

0.17

0.23

0.31

13.02

17.08

3.36

近づけず

0.65

3,6

27.2

3.5

5.21

3.42

2.07

0.27

0.46

0.32

0.16

0.17

0.1

0109

0.11

ゲート内に入れず

0,14

0.2

0.22

0.15

0.4

0.19

0.24

0.42

15.1

16.12

4.21

近づけず

0.73

3.38

30.31

5.03

4.51

3132

2.34

0:22

0.57

0.3

0.13

0.17

0。 11

0.11

0.14

0.12

0.16

0.21

0.21

0.15

0.41

0.21

0.2

0.41

24.26

18.54

5,77

近づけず

1.12

3.05

41.59

5.24

5.67

3.62

2.69

0.19

0.36

0.29

0.15

0.2

0,1

0.08

0.11

0.15

0.17

0.2

0,32

0.11

0.85

0.44

0.13

0.55

15.56

16.44

4.17

21.3

0.6

2.3

23.58

2.9

4.68

3111

2.57

0。 19

0.34

0.33

0.13

0.19

0.1

0.08

0.1

0.15

0.17

0.21

0.21

0.11

0.42

0.2

0。 16

0.44

15.07

17.46

7.52

測定できず

0.47

3.55

25.51

3.36

4.21

3,71

3.16

0.2

0。39

0.59

0.13

0.19

0.1

0.09

0.1

0.13

0.15

0.2

0.33

0.16

0.42

0.22

0.25

0.46

64.060/0

70.320/0

71.730/0

67.690/0

80。 000/0

67.020/。

65.510/0

66.410/。

68.130/0

67.150/0

66.670/0

71.740/0

75.000/0

100.000/0

100。 000/0

70.000/0

66.670/0

54.550/0

71.43%

100.000/0

95.450/0

86.670/0

92.500/0

89.470/0

95。 830/0

73.810/0
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西原農村公園(福島市)

吾妻の駅ここら(福島市)

十六沼公園(福島市)

花見山ウォーキングトレイル駐車場(福島市)

下耳谷公会堂 (南相馬市)

ひばリコミュニティーセンター(南相馬市)

ひばり生涯学習センター(南相馬市)

原町陣ケ崎公園墓地 (南相馬市)

石神生涯学習センター(南相馬市)

市役所 (南相馬市)

金沢公会堂 (南相馬市)

蒲庭公会堂 (相馬市)

一般廃棄物埋立処分場 (相馬市)

飯豊公民館 (相馬市)

スポーツアリーナそうま(相馬市)

東部公民館 (相馬市)

高平公園(本目馬市)

大野公民館 (相馬市)

大野台公園(相馬市)

霊山バーキング(伊達市)

霊山こどもの村児童館 (伊達市)

石戸ふれあいセンター(伊達市)

霊山総合支所 (伊達市)

下小国中央集会所(伊達市)

小国ふれあいセンター(伊達市)

月舘総合支所(伊達市)

月舘運動場 (伊達市)

0.09

0.23

0.1

0.32

0.27

0.29

0.22

0.53

0.35

0.23

0.13

0.19

0.15

0.13

0.23

0.1

0.19

0.15

0.21

0.34

0.39

0。 14

0.22

0.41

0.39

0.23

0.2

0.13

0.24

0.16

0.29

0.27

0.39

0.23

0.65

0.4

0.3

0.17

0.26

0.18

0.17

0.26

0.1

0。2

0.21

0.22

0.45

0.36

0.18

0.24

0.58

0.45

0.25

0.25

0.14

0.21

0.13

0.22

0.3

0.4

0.23

0.53

0.45

0.31

0.19

0。 3

0.21

0.19

0.27

0.12

0.19

0.21

0.23

0.55

0.46

0.17

0.23

0.68

0.55

0.25

0.28

0.24

0.17

0.16

0.15

0,93

0.35

0.4

0.38

0.63

0.55

0.23

0.4

0.24

0.35

0.43

0114

0.18

0.31

0.21

0.57

1.1

0.13

0.25

1.05

0.33

0。25

0.33

0.15

0,31

0.13

0.2

0.24

0.44

0.12

0.5

0.43

0.15

0,18

0.27

0.2

0.2

0.16

0.11

0.16

0。 19

0.23

0.6

0.21

0.12

0.25

0.4

0.63

0.26

0.21

0.17

0.3

0.14

0.2

0.18

0.33

0.13

0.53

0.41

0.11

0.25

0.28

0.13

0.1

0.12

0.1

0.16

0.17

0.23

0.75

0.2

0。 1

0.28

0.6

0.67

0。3

0.2

69.23%

95.830/0

62.50%

110.340/0

100.000/0

74.360/0

95.650/0

81.54%
87.500/0

76.670/0

76.470/0

73.080/0

83.330/0

76.470/0

88.460/0

100.000/0

95。 000/0

71.430/0

95.450/0

75.560/0

108.330/0

77.780/0

91.67%

70.690/0

86.670/0

92.000/0

80.000/0

て
い
る
証
明
書
も
受
け
取
り
ま

し
た
。
改
め
て
測
定
し
て
も
誤

差
は
最
大
１０
％
程
度
な
の
に
、

文
科
省
は

一
切
を
認
め
ま
せ
ん

で
し
た
」
富
豆
田
勝
則
社
長
）

そ
の
後
、
ア
ル
フ
ア
通
信
は
、

契
約
解
除
は
無
効
だ
と
し
て
国

を
提
訴
、
裁
判
は
現
在
も
続
い

て
い
る
。

一
方
の
文
科
省
は

「数
値
の

上
下
で
は
な
く
、
指
示
誤
差
の

範
囲
に
収
ま

っ
て
い
る
証
明
を

出
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
だ
け
」

と
反
論
し
て
い
る
。

独
自
測
定
の
結
果

最
大
４
割
超
低
い

筆
者
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス

ト
の
測
定
値
が
ど
の
程
度
正
確

な
の
か
を
確
か
め
る
た
め
、
昨

年
１２
月
に
福
島
県
内
の
５５
カ
所

を
訪
れ
、
高
い
測
定
精
度
を
持

つ
放
射
線
測
定
器
で
誤
差
を
調

べ
た

（上
の
表
参
照
）。

そ
の
結
果
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
値
は
検
出
器
間
近
で

は
７
カ
所
を
除
い
た
す
べ
て
で

低
い
値
を
示
し
、
最
も
差
が
大

き
か
っ
た
と
こ
ろ
は
実
測
値
の

５４
％
し
か
表
示
し
な
か
っ
た
。

週り:朝日

６
割
台
以
下
の
表
示
を
し
た
と

こ
ろ
は
１２
カ
所
、
７
割
台
も
含

め
る
と
２８
カ
所
に
上
る
。
正
確

か
、
や
や
高
め
の
表
示
を
し
た

わ
ず
か
７
カ
所
の
う
ち
、
「可
搬

型
」
タ
イ
プ
は
二
つ
し
か
な
か

つ
た
。
こ
れ
で
は
構
造
的
に
大

き
な
欠
陥
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

し
か
も
、
冒
頭
で
も
紹
介
し

た
よ
う
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
か
ら
少
し
離
れ
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
場
所
で
放
射
線
量
は

途
端
に
上
昇
し
た
。

矢
ケ
崎
氏
ら
と
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
の
調
査
測
定
を
し
た

吉
田
邦
博
氏
が
解
説
す
る
。

「ポ
ス
ト
を
設
置
し
た
際
、
土

を
掘
り
起
こ
し
、
な
ら
し
た
た

め
、
結
果
的
に

″除
染
″
さ
れ
、

線
量
が
下
が
り
ま
す
。
で
も
、

設
置
場
所
か
ら
離
れ
れ
ば
、
当

然
、
線
量
は
上
が
り
ま
す
」

も
と
も
と
低
い
値
を
示
す
上

に
、
周
辺
環
境
と
の
差
も
大
き

い
。
と
な
れ
ば
、
使
い
物
に
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

加
え
て
、
測
定
し
た
放
射
線

量
の
デ
ー
タ
は
通
信
回
線
を
通

じ
て
国
の
管
理
す
る
サ
ー
バ
ー

に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

モニタリングポストの測定調査に使用 した放射線測定器は、米ミリオン

テクノロジーズ社のHDS… 101G。 !AEA(国際原子力機関)の国際標準
にも準拠している。価格は160万 円以上で、信頼性は高い
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司
馬
遼
太
良F
の

一
拍
ヽ
■
且
一

「
奈
良
散
歩
≒
近
江
散
歩
≒
自
河

ム
〓
津
の
み
ち
」
な
ど
の
世
界
を
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で

鋼

０
貿
Ｕ

ｎ
〉
円
（税
込
）

位
璽
雪
発
膏
型
甲

mTJ:朝日原子炉律居の爆発で放出された放射性
物質は、いまも漂つている

実
際
の
半
分
近
い
数
値
が
公

的
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
さ
れ
る

現
状
に
問
題
は
な
い
の
か
？

そ
し
て
文
科
省
が
１２
年
Ｈ
月

か
ら
３
カ
月
間
か
け
て
行

っ
た

６
７
５
台
の
改
修
工
事
は
何
だ

っ
た
の
か
？

「実
際
に
や
っ
た
こ
と
は
、
バ

ッ
テ
リ
ー
の
位
置
を
移
動
さ
せ

た
だ
け
で
す
。
こ
れ
で
は
、
改

善
で
き
て
も
、
た
か
だ
か
１０
％

に
過
ぎ
ま
せ
ん
」
（矢
ケ
崎
氏
）

つ
ま
り
、
検
出
器
の
す
ぐ
後

ろ
に
置
か
れ
て
い
た
鉛
入
り
の

バ
ッ
テ
リ
ー
を
動
か
し
た
だ
け

だ

っ
た
。

検
出
器
の
後
方
か
ら
受
け
る

放
射
線
を
鉛
が
遮
蔽
し
な
い
よ

う
に
し
た
措
置
だ
が
、
悪
い
こ

と
に
今
度
は
バ
ッ
テ
リ
ー
を
わ

ざ
わ
ざ
検
出
器
の
真
下
、
つ
ま

り
地
面
に
そ
の
ま
ま
置
い
た
。

こ
れ
で
は
地
表
か
ら
受
け
る
放

射
線
を
遮
蔽
し
て
し
ま
い
、
ま

た
し
て
も
正
し
い
空
間
線
量
を

測
定
で
き
な
い
。
「調
整
」
と
は

名
ば
か
り
で
、
小
手
先
の
工
事

に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
だ
。

そ
も
そ
も
、
最
初
か
ら
き
ち

ん
と
し
た
値
を
示
す
よ
う
改
良

す
る
意
思
が
欠
け
て
い
た
と
思

え
る
節
が
あ
る
。
調
整
工
事
で

改
善
さ
れ
る
測
定
値
の
上
昇
幅

を
わ
ず
か
に
１０
％
前
後
し
か
見

込
ん
で
い
な
か
つ
た
か
ら
だ
。

規
制
庁
の
担
当
者

放
射
線
知
識
な
い

実
際
、
工
事
が
ほ
と
ん
ど
効

果
を
上
げ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

本
誌
の
独
自
測
定
結
果
を
見
て

も
明
ら
か
だ
。
効
き
目
の
な
い

工
事
に
１
億
５
千
万
円
の
税
金

が
使
わ
れ
、
そ
の
後
は
何

一
つ

抜
本
的
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
国
は
ど
う

答
え
る
の
か
。
現
在
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
管
理
し
て
い

る
原
子
力
規
制
庁
監
視
情
報
課

担
当
者
に
尋
ね
た
。

―
―
携
帯
型
測
定
器
で
調
べ
た

結
果
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

（以
下
ポ
ス
ト
）
は
低
い
値
を

示
す
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

「ポ
ス
ト
は

『グ
レ
イ
』
と
い

う
単
位
で
測

っ
て
い
て
、
携
帯

型
測
定
器
の
単
位
の

『シ
ー
ベ

ル
ト
』
と
は
違
う
。
比
較
で
き

な
い
」

―
―
原
子
力
規
制
委
員
会
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、
双
方
は
同
じ

も
の
と
し
て
換
算
し
て
あ
る
。

そ
れ
に
シ
ー
ベ
ル
ト
の
ほ
う
が

高
め
に
な
る
と
し
て
も
、

４０
～

５０
％
の
違
い
は
大
き
い
の
で
は

な
い
か
。

「科
学
者
グ
ル
ー
プ
が
測
定
し

た
話
は
聞
い
て
い
な
い
の
で
わ

か
ら
な
い
」

―
―
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
調
整
工

事
を
し
た
の
か
。

「自
治
体
や
住
民
か
ら
放
射
線

量
が
低
く
表
示
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

つ
た
か
ら
だ
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、

バ
ッ
テ
リ
ー
の
位
置
な
ど
周
辺

環
境
の
違
い
に
よ
つ
て
、

１０
％

ほ
ど
の
変
動
幅
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
」

―
―
ポ
ス
ト
を
設
置
す
る
と
き

に
気
が
つ
か
な
か
つ
た
の
か
。

「ポ
ス
ト
は
適
切
に
校
正
は
さ

れ
て
い
た
が
、
遮
蔽
の
影
響
な

ど
に
関
し
て
の
知
見
が
十
分
蓄

積
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
」

―
―
調
整
工
事
を
し
て
正
し
く

表
示
す
る
よ
う
に
な
つ
た
の
か
。

「少
な
か
ら
ず
数
値
は
変
わ
っ

た
。
た
だ
、

１０
％
以
上
の
上
昇

を
し
た
事
例
は
な
か
つ
た
よ
う

だ
。
工
事
後
に
数
値
が
低
い
と

い
う
声
は
、
ど
こ
か
ら
も
来
て

い
な
い
」

―
―
筆
者
が
測
っ
た
ら
、
ま
だ

３０
～
４０
％
低
い
。

「バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
構
造
物

は
取
り
除
け
な
い
の
で
、
周
辺

環
境
の
影
響
を
完
全
に
遮
断
は

で
き
な
い
」

―
―
つ
ま
り
、
依
然
と
し
て
誤

差
が
あ
る
と
の
認
識
か
。

「何
を
も
っ
て
誤
差
と
い
う
の

か
だ
。
質
問
の
言
葉
の
捉
え
方

が
わ
か
ら
な
い
」

最
後
は
、
誤
差
の
意
味
が
わ

か
ら
な
い
と
い
う
意
味
不
明
の

回
答
と
な
っ
た
。

し
か
も
、
驚
い
た
こ
と
に
、

当
時
の
国
の
発
表
で
は
買
携
帯

型
）
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
で
測

定
し
た
値
と
比
べ
て
ポ
ス
ト
の

値
が
低
い
」
だ

っ
た
の
が
、
規

制
庁
の
説
明
で
は
い
つ
の
ま
に

か
ズ
ポ
ス
ト
の
検
出
器
が
測
定

す
る
数
値
に
）
１０
％
ほ
ど
の
変

動
幅
が
あ
る
」
に
す
り
替
わ

っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
規
制
庁
の
姿
勢
に

矢
ケ
崎
氏
が
呆
れ
る
。

「住
民
が
受
け
て
い
る
放
射
線

に
比
べ
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
の
数
字
が
ど
れ
だ
け
低
い

か
が
大
切
な
の
で
す
。
第

一
、

グ
レ
イ
と
シ
ー
ベ
ル
ト
の
単
位

の
違
い
と
言
う
が
、
ガ
ン
マ
線

で
は
両
者
に
差
は
な
く
、
こ
れ

は
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

（国
際
放
射
線
防

護
委
員
会
）
で
も
決
ま

っ
て
い

ま
す
。
放
射
線
の
こ
と
を
知
ら

な
い
規
制
庁
の
担
当
者
が

一
体
、

原
子
力
の
何
を
規
制
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
」

こ
の
瞬
間
に
も
福
島
の
住
民

の
被
曝
量
よ
り
か
な
り
低
い
放

射
線
量
が
、
国
の
公
式
な
記
録

と
し
て
蓄
積
さ
れ
続
け
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
東
京
都
知
事
選

で
は
原
発
即
ゼ
ロ
が
争
点
に
な

っ
て
い
る
が
、
原
発
事
故
を
巡

る
問
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積
み
と

い
う
現
実
を
、
ぜ
ひ
と
も
知

っ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
だ
。
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